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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
�
１
３
１
１

　

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
生

命
に
危
険
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な

く
、
心
に
も
深
い
傷
を
残
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
地
域
全
体
で

取
り
組
む
こ
と
で
、
発
生
予
防

や
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

あ
な
た
の
周
り
に
「
気
に
な
る

子
ど
も
」は
い
ま
せ
ん
か
。「
も

し
か
し
た
ら
」
と
感
じ
た
ら
、

す
ぐ
に
、
こ
ど
も
課
や
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
の

中
央
児
童
相
談
所
な
ど
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
一

報
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
も
い
ま

す
。

児
童
虐
待
と
は

　

親
ま
た
は
親
に
代
わ
る
養
育

者
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
つ
け
、

健
や
か
な
成
長
・
発
達
を
損
な

う
行
為
を
言
い
ま
す
。
虐
待
は
、

子
ど
も
の
人
権
を
著
し
く
侵
害

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
と
き
に

は
生
命
ま
で
も
脅
か
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
は
子

ど
も
の
心
に
深
い
傷
と
な
っ
て

残
り
、
不
信
感
や
敵
意
、
絶
望

感
な
ど
そ
の
後
の
人
格
形
成
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も

あ
り
、
中
に
は
、
次
世
代
に
虐

待
的
親
子
関
係
を
引
き
継
ぐ
危

険
性
す
ら
あ
る
重
大
な
社
会
問

題
で
す
。

▼
身
体
的
虐
待

　

殴
る
、
蹴
る
、
投
げ
落
と
す
、

激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
お
ぼ
れ
さ
せ
る

な
ど

▼
性
的
虐
待

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
テ
ィ
の
被
写
体
に
す
る

な
ど

▼
ネ
グ
レ
ク
ト

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

つ
れ
て
い
か
な
い　

な
ど

▼
心
理
的
虐
待

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
（
ド
メ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
：
Ｄ
Ｖ
）
な
ど　　　　　○伊佐市トータルサポートセンター　☎㉙５５１１

　　　　　　月～金曜日　９時～ 17時 15分
　　　　　○伊佐市役所こども課　☎㉓１３１１　24時間
　　　　　○中央児童相談所　☎０９９・２６４・３００３　24時間

　虐待は、親子が地域から孤立している時に起こりがちです。地域で孤立
している家庭をみかけたり、虐待が疑われる家庭（いつも子どもが大声で
泣いている、夜間に子どもが外に出されている等）が気になる場合はご相
談ください。連絡は匿名で行うことも可能で、連絡者や連絡内容に関する
秘密は守られます。

相
談
窓
口

ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪
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南三陸だより
Vol. 31

　

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①落花生に熱い湯をかけて２分ほどおき、渋
　皮がふやけたら水に取り、皮をむく。
②①をミキサーに入れ、分量の水を少し加え
　細かくつぶす。
③残りの水を加え、よく混ぜて布巾でこす。
④こし汁を鍋に入れ、でん粉を加え、混ぜな
　がら中火で煮る。透明になるまで煮詰める。
⑤容器に④を流し入れ、冷やしてかためる。
⑥Ａを混ぜ合わせ、梅干たれを作る。

生
Vol.49

「梅肉ソースとの相性抜群」

　
漁
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
南

三
陸
町
で
す
が
、
少
し
内
陸
に

入
れ
ば
山
村
の
田
園
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
９
月
下
旬
に

は
、
気
仙
沼
・
南
三
陸
地
方
で

生
産
さ
れ
る
ひ
と
め
ぼ
れ
の
ブ

ラ
ン
ド
「
南
三
陸
米
」
が
収
穫

さ
れ
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
秋
は
、
コ
メ
の
需
要
減
や

東
日
本
の
豊
作
予
想
が
重
な
っ

た
影
響
で
、
小
売
価
格
は
昨
年

よ
り
２
割
弱
安
く
な
っ
た
と
新

聞
記
事
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

沿
岸
に
近
い
農
地
は
津
波
に
よ

る
塩
害
か
ら
の
復
旧
事
業
が
完

全
に
終
了
し
て
い
な
い
こ
と
も

あ
っ
て
、「
南
三
陸
米
」
の
出

荷
量
は
震
災
前
の
半
分
程
度
に

留
ま
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ

る
よ
う
で
す
。
沿
岸
部
の
農
地

復
興
に
つ
い
て
は
、
単
な
る
復

旧
工
事
だ
け
で
な
く
、
津
波
で

危
険
区
域
指
定
を
受
け
た
住
居

跡
地
と
換
地
し
て
一
体
的
な
農

地
区
画
を
整
備
す
る
等
、
将
来

の
生
産
効
率
向
上
に
向
け
た
事

業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
東
北
地
方
の
一
部

に
見
ら
れ
る
稲
の
掛
干
し
の
方

法
で
、「
ほ
ん
に
ょ
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
す
。
夜
間
に
車
の

ラ
イ
ト
で
浮
か
び
上
が
る
「
ほ

ん
に
ょ
」
を
初
め
て
見
た
時
は
、

暗
闇
で
人
が
整
列
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
近
郊
の
自
治
体
で
は
、
そ

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
存
在

し
ま
す
。

　「
ほ
ん
に
ょ
」
は
10
月
下
旬

に
姿
を
消
し
秋
が
一
気
に
深
ま

り
、
間
も
な
く
東
北
の
厳
し
い

冬
を
迎
え
ま
す
。（
新
納
誠
朗
）

〈材　料〉４人分
落花生（だっきしょ）　１カップ
でん粉（片栗粉）　　　１カップ
水　　　　　　　　  　４カップ

梅干し　　３個　
醤油　　　大さじ４
みりん　　大さじ１

Ａ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18時
　　　　　日・祝日：９時～ 17時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　つんつくむらの渡り鳥
は、遠い北の国で夏を過
ごし、毎年秋になると、
またむらにやって来ます。
きつねのこんくんは、秋
になったら湖で音楽発表
会をしようと、渡り鳥た
ちの訪れを待ち望んでい
ましたが…。

　蘇りの水と水銀を
司る神霊に守られて、
吉野の地に生きる草
壁皇子の物語「丹生
都比売」をはじめ、
「月と潮騒」「旅行鞄
のなかから」など、
全９篇を収録した短
篇集。

こんくんのおんがくはっぴょうかい　たしろちさと

（出版：講談社） （出版：新潮社）

丹生都比売　梨木香歩

【　児　童　】
落っこちた！ ザラー・ナオウラ
まるかいてピョン 舟崎克彦
だいすき、でも、ゆめみてる 二宮由紀子

【　一　般　】
にじいろガーデン 小川糸
警察（サツ）回りの夏 堂場瞬一
水声 川上弘美

【イベント情報】
海音寺潮五郎展示会						    
日　時　11月 21日（金）～ 12月 1日（月）
場　所　ふれあいセンター 1階展示会場
内　容　海音寺潮五郎作品や写真を展示します。
ふれあいメルヘンひろば
日　時　11月 22日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
ルピナスのおはなしかい
日　時　11月 26日（水）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
海潮忌・文学フィスティバル			 
日　時　11月 30日（日）13:00 ～ 16:00
場　所　大口ふれあいセンター	

【古本市】					   
日　時
11 月６日（木）～ 14日（金）
場　所
ふれあいセンター 1階展示会場

○

【11 月の図書館カレンダー】

○
○○

【図書館へ献本】
中園　倫さん　　　　（鹿児島市）
医療法人玉昌会　　　（姶良市）	
山形屋歯科坂上医院　（鹿児島市）
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男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課
共
生
協
働
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　
毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

で
す
。

　
暴
力
に
は
身
体
的
暴
力
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
的
な
も
の

○
精
神
的
・
社
会
的
な
も
の

○
経
済
的
な
も
の

○
性
的
な
も
の

　
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
る
側
に
責
任
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
殴
ら
れ
る
の
に
は
被
害

者
に
も
原
因
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
う

の
は
誤
り
で
す
。
暴
力
は
絶
対
に
許
さ

れ
な
い
行
為
で
、
あ
く
ま
で
加
害
者
に

責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
悩
ん
で
い
る
人
が
あ
な
た
の

身
近
に
い
た
ら
、
相
談
・
支
援
す
る
機

関
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な

ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
離
婚
に
ま
つ

わ
る
諸
問
題
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関

わ
る
問
題
に
つ
い
て
女
性
の
弁
護
士
が

電
話
と
面
接
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番

「
女
性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番
」　

１
１
０
番
だ
よ
り

交
通
事
故
が
多
発
す
る
時
季
！

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

　

例
年
、
10
月
か
ら
12
月

は
、
交
通
事
故
が
多
発
し

ま
す
。

　
運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、

３
ラ
イ
ト
運
動
を
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

３
ラ
イ
ト
運
動

①
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

②
対
向
車
が
な
い
場
合
の

　
原
則
、
上
向
き
ラ
イ
ト

日
　
時
　
11
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
16
時

　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
予
約
・
相

談
は
、
鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
相
談
室
☎
０
９
９
・
２
２
１
・
６
６

３
０
ま
で
9
時
～
17
時
（
月
曜
日
は
休

館
）

伊
佐
市
内
の
相
談
窓
口

○
伊
佐
警
察
署
　
　
　
☎
㉒
０
１
１
０

○
企
画
政
策
課
　
　
　
☎
㉓
１
３
１
１

○
女
性
サ
ロ
ン
室

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

○
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
㉙
５
５
１
１

◆
暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
に
ち
な
み

　
資
料
展
を
寺
田
病
院
・
大
口
病
院
で

　
行
い
ま
す
。
11
月
10
日
～
29
日

11
月
の
「
女
性
サ
ロ
ン
室
」

　
あ
な
た
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
、
一
緒
に
考
え
ま
す
。

開
催
日
　
11
月
５
日
（
水
）・
19
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
様
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　
点
灯
　

③
ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
イ
ト
点
灯

　
歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
プ
ラ

ス
１
運
動
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
１
運
動

①
道
路
中
央
付
近
で
も
う
一
度

　
左
の
確
認
を
プ
ラ
ス
１

②
夜
光
反
射
材
を
プ
ラ
ス
１

③
明
る
い
服
装
を
プ
ラ
ス
１

　

　秋の全国交
通安全運動が
９月21日（日）
から30日（火）
まで実施され
ました。運動
の一環として、
22日に市内ス

トア前で運動推進セレモニー及び「キラキラ
事故星（ぼーし）作戦」、25日に大口自動車
学校で高齢者向け体験型交通安全教室「シル
バーナイトスクール」、30日に「交通事故死
ゼロの日」啓発活動イベント～伊佐人の波作
戦～を実施しました。
　多数の関係機関・団体の方々にご参加いた
だきました。
　

秋の全国交通安全運動

シルバーナイトスクール


